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は，自己顔評価が向性他者の顔の魅力度に相対的に変動する認知効果である contrast effect を用い，その効果
が生じやすい若年女性を対象として， functional magnetic resonance imaging (機能的磁気共鳴画像法; fMRI) 
による検証を行った。
被験者は 18'"'-' 22 歳の健常女性 28 名とした。被験者本人，友人，未知の他者の顔写真を target face とし
て被験者毎に用意した。 Target face に対する評価の操作のために u-block と a-block を用意した。前者では
target face に対するポジティブな評価を誘起するため，魅力的でない向性他者の顔写真と target face を混在さ
せた。後者では target face に対するネガティブな評価を誘起するため，魅力的な向性他者の顔写真と target
face を混在させた。 MRI 装置内でこれらの顔刺激を被験者に呈示し，観察させたo fMRI 実験終了後，顔の魅
力度について評価する課題を被験者に行わせた。さらに，自尊感情尺度の質問票に回答させた。
顔の魅力度評価の結果より，自己顔の評価値の有意な変動が認められた。ポジティブな自己顔評価において，
後帯状回 (PCC) と中脳腹側被蓋野 (VTA) に特異的な活動が認められ，これらの領域がポジティブな自己顔
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自己顔評価において，後帯状回 (PCC) と中脳腹側被蓋野 (VTA) に特異的な活動が認められた。また， PCC 
と VTA の活動強度と自尊感情の間に正の相関が認められた。これらの結果から， PCC と VTA がポジティブ
な自己顔評価に関与している可能性が示唆され，さらに自己顔評価と自尊感情の脳活動レベルでの関係が示唆
された，と結論づけている。本研究で得られた知見は，神経科学分野における自己認知における脳活動の理解
に大きく貢献すると考えられる。さらに，矯正歯科治療患者の自己顔に対する心理面についての神経科学的な
解明と理解に大きく貢献すると考えられる。従って本論文は博士(歯学)の学位授与に値するものと判断する。
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